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第29号

（2）

　四方八方の災厄をひと睨みで撃退し、商売・繁盛・財産・健康を運び込みます。
躍動感のある構図で見る者に感動を与えます。また、書の「威震山河」は虎の、猛々
しい勢いに山河も震えるという意味で、勢いよく山を下る虎の姿は勇ましく、厄を除
ける力を表現しています。　　作者は高梁市原田北町在住の甲平知之さんです。 

表紙作品の紹介 

新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ 
新
年
の
あ
い
さ
つ

新
年
の
あ
い
さ
つ 
新
年
の
あ
い
さ
つ 

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。皆
様
方
に
は
ご
家
族
お
そ
ろ

い
で
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
市
民
皆
様
に
は
社
会
福
祉
協
議
会

が
目
指
し
て
い
ま
す
、住
み
慣
れ
た
地

域
で
、地
域
ぐ
る
み
の「
た
す
け
あ
い・

さ
さ
え
あ
い
」に
よ
る
地
域
福
祉
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

　
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、一
昨
年

の
リ
ー
マ
ン
シ
ョッ
ク
に
端
を
発
し
た
金

融
危
機
で
国
内
外
と
も
に
経
済
不
況

が
続
い
て
お
り
、昨
秋
に
は
デ
フ
レ
経
済

傾
向
に
あ
る
と
発
表
さ
れ
る
な
ど
、未

だ
景
気
回
復
の
糸
口
さ
え
見
え
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。 

　
さ
て
、年
末
恒
例
に
な
っ
て
お
り
ま

す
一
年
の
世
相
を
漢
字
一
字
で
表
す
文

字
は『
新
』の
字
に
決
ま
り
ま
し
た
。選

ば
れ
た
理
由
は
、新
政
権
の
誕
生
、イ
チ

ロ
ー
選
手
が
樹
立
し
た
九
年
連
続
二
百

本
安
打
の
新
記
録
、新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
猛
威
な
ど
喜
悲
交
々
で
あ
り
ま
す
。 

　
少
子
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
我
が
高

梁
市
で
は
、昨
年
新
し
く
約
二
百
人
が

誕
生
し
、こ
の
赤
ち
ゃ
ん
た
ち
の「
笑
顔
」

こ
そ
が
高
梁
を
元
気
な
ま
ち
に
し
て
く

れ
る
も
の
で
あ
り
、今
後
の
高
梁
の
未

来
を
創
っ
て
い
く
も
の
で
あ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。 

　
私
達
の
生
活
を
取
り
巻
く
環
境
は

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。政
治
で
は

政
権
交
代
が
あ
り
、政
治
主
導
の
政
治

の
定
着
も
暫
く
時
間
を
要
す
る
よ
う

で
す
。ま
た
、日
本
経
済
の
長
期
戦
略

も
明
確
で
な
く
景
気
回
復
も
不
透
明

で
あ
り
、雇
用
情
勢
も
依
然
と
し
て
厳

し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。あ
わ
せ
て
地

球
温
暖
化
問
題
も
大
き
な
課
題
で
あ

り
、私
達
の
身
近
に
も
そ
の
問
題
が
次

第
に
現
れ
て
き
ま
し
た
。本
年
は
寅
年

で
あ
り
ま
す
の
で
、百
獣
の
王
の
虎
に

あ
や
か
り
、不
安
・
不
信
・
不
景
気
を
咆

哮
一
声
で
吹
き
飛
ば
し
、住
み
良
い
社
会

の
実
現
を
皆
様
の
ご
健
康
と
共
に
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。 

　
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
も
厳
し
い

社
会
財
政
状
況
及
び
市
民
の
福
祉
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
為
、昨
年
は
機
構
改

革
を
行
い
、介
護
保
険
事
業
所
の
統
廃

合
と
、本
所
に
介
護
保
険
課
を
新
設
し
、

事
業
運
営
の
効
率
化
を
図
り
ま
し
た
。

本
年
も
地
域
福
祉
の
向
上
を
目
指
す

べ
く
、よ
り
一
層
の
充
実
し
た
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。 

　
私
達
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
、心
豊
か
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、

自
ら
の
力
で
生
き
る「
自
助
」、行
政
の

支
援
を
受
け
る「
公
助
」が
あ
り
ま
す

が
、こ
の
自
助
・
公
助
共
に
限
界
が
あ

り
ま
す
。こ
の
不
足
す
る
部
分
を
、近

隣
・
地
域
社
会
で
の
支
援
で
あ
る「
互

助
」で
生
活
不
安
の
解
消
を
図
り
、安

心
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う
に
支
援

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
自
助
」・「
互

助
」・「
公
助
」が
共
に
連
携
し
、調
和

の
と
れ
た
社
会
づ
く
り
に
努
力
す
る

と
共
に
、総
て
の
人
々
が
参
加
し
活
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。 

本

市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は「
互
助
」活

動
の
充
実
発
展
を
図
り
な
が
ら
、生
活

不
安
を
持
た
れ
る
方
々
に
地
域
ぐ
る

み
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
た
め
、福
祉

委
員
の
皆
様
に
地
域
内
で
の
目
配
り
・

気
配
り
か
ら
支
援
活
動
に
繋
げ
て
い

た
だ
き
、支
援
活
動
に
は
多
く
の
人
々

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
っ
て
互

助
支
援
活
動
を
推
進
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。  

　「
互
助
」支
援
活
動
の
主
要
な
事
業

の一つ
で
あ
る「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」を
推

進
し
、孤
立
や
ひ
き
こ
も
り
等
を
解
消

し
社
会
参
加
を
促
し
、楽
し
い
生
活
の

場
を
提
供
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。  

　
福
祉
委
員
あ
る
い
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
皆
様
の
ご
苦
労
に
対
し
、深
甚
の
感

謝
と
敬
意
を
表
し
ま
す
。本
市
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

で「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け
あ
い
」の
輪

と
絆
を
広
げ
強
め
て
い
た
だ
く
た
め
の

中
核
を
担
っ
て
い
た
だ
き
、引
き
続
き

積
極
的
な
活
動
と
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　 

活
動
・
支
援
資
金
と
し
て
会
費「
賛

助
会
費
」の
ご
協
力
を
お
願
い
し
、多

く
の
方
々
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、合
わ
せ
て
慶
弔
等
の

お
返
し
に
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。こ
の
貴

重
な
浄
財
も
互
助
活
動
支
援
資
金
に

有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。賛
助
会
費
・
寄
付
金
に
ご
協
力

い
た
だ
く
こ
と
も
互
助
活
動
の
一
環
で

あ
り
ま
す
の
で
、関
係
者
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
と
共
に
今

後
と
も
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

　
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
は
本
年
も

市
民
皆
様
の
お
幸
せ
を
祈
念
し
な
が
ら
、

不
安
を
抱
か
れ
る
方
々
に
適
切
に
対

応
で
き
る
職
業
集
団
と
し
て
役
職
員
一

丸
と
な
っ
て
頑
張

る
覚
悟
で
お
り
ま

す
の
で
、今
後
も

市
民
皆
様
方
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
、新
年
の

ご
挨
拶
と
致
し
ま

す
。 

社
会
福
祉
法
人  

　
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会 

会 

長
　
平
田
　
重
光 

ほ
う 

こ
う 

げ ざ ん の とら  
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社会福祉法人高梁市社会福祉協議会では、今年度も『ふれあいサロン活動』
事業の申請受付を行っています。12月末現在の申請団体は、66団体です。 

備
中
町
　
北
方
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会 

玉
川
町
　
か
さ
ね
町
内
会
サ
ロ
ン 

玉
川
町
　
ね
こ
り
、
お
お
な
る 

　
　
　
　
　
　
　
町
内
会
サ
ロ
ン 

　
十
二
月
三
日
、
備
中
町
西
油
野
北
方
集
会
所

で
北
方
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
会
員
六
人
が
集
ま
り
、

地
元
の
高
齢
者
と
交
流
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
北
方
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
は
、
カ
ラ
オ
ケ

等
を
通
じ
て
生
き
が
い
づ
く
り
や
健
康
保
持
を

行
う
と
共
に
、
友
愛
訪
問
や
児
童
及
び
地
域
の

方
と
の
交
流
や
奉
仕
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
は
、
北
方
町
内
会
の
町
内
会
長
、
福
祉

委
員
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
愛
育
委
員
の
協

力
を
得
て
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
十
三
人
を

招
い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
職
員
か
ら
社
会

福
祉
協
議
会
の
事
業
内
容
や
介
護
保
険
の
説
明

を
聞
い
た
り
、
参
加
者
全
員
で
色
紙
を
使
っ
て

の
小
箱
づ
く
り
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
参
加
者
が
自
作
し
た
作
品
披
露
も
あ

り
、
作
品
の
出
来
栄
え
に
感
心
さ
れ
、
時
間
の

た
つ
の
も
忘
れ
て
わ
き
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
過

ご
し
ま
し
た
。 

　
十
月
十
七
日
、玉
川
町
下
切
改
善

セ
ン
タ
ー
で
玉
川
町
か
さ
ね
町
内
会

サ
ロ
ン
と
玉
川
町
ね
こ
り
、お
お
な
る

町
内
会
サ
ロ
ン
の
合
同
に
よ
る
会
員

十
二
人
が
集
ま
り
、交
流
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、来
年
の
干
支「
寅
」の

ち
ぎ
り
絵
を
楽
し
い
話
を
交
え
な
が

ら
作
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、十
一
月
十
四
日
に
玉
川
町

下
切
改
善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、お
餅

つ
き
を
行
い
ま
し
た
。会
員
十
二
人
は
、

つ
き
た
て
で
や
わ
ら
か
い
お
餅
を
食
べ

な
が
ら
、楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

て
い
ま
し
た
。 

中
井
町
　
津
々
羅
サ
ロ
ン 

　
十
一
月
二
十
六
日
、中
井
町
津
々

羅
集
会
所
で
中
井
町
津
々
羅
サ
ロ
ン

会
員
二
十
人
が
集
ま
り
勉
強
会
を

し
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、も
っ
と
介
護
保
険
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
る
と
い
う
目
的
で
、

介
護
保
険
の
申
請
手
続
き
や
福
祉

用
具
に
つ
い
て
勉
強
を
し
ま
し
た
。 

　
実
際
に
手
に
と
っ
て
福
祉
用
具
を

見
た
会
員
は「
こ
ん
な
機
会
は
な
か

な
か
無
い
」や「
こ
ん
な
便
利
な
も
の

が
あ
る
と
は
知
ら
な
か
っ
た
」と
い
う

驚
き
の
声
や
発
見
が
あ
り
、福
祉
用

具
に
つ
い
て
の
知
識
が
習
得
で
き
た

有
意
義
な
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。 



援
並
び
に
地
域
福
祉
の
高
齢
者
の
自
立
支

援
に
努
め
ら
れ
、
老
人
福
祉
の
向
上
に
寄

与
さ
れ
ま
し
た
。

野
x

直
美
さ
ん
（
真
庭
市
）

老
人
保

健
施
設
入

所
者
の
生

き
が
い
を

支
え
る
環
境
整
備
に
努
め
ら
れ
、
老
人
福

祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

高
上
　
文
子
さ
ん
（
有
漢
町
）

精
神
障

害
者
社
会

復
帰
施
設

利
用
者
の

自
立
支
援
並
び
に
就
労
支
援
に
積
極
的
に

取
り
組
ま
れ
、
障
害
福
祉
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

小
見
山
淳
子
さ
ん
（
落
合
町
）

特
別
養

護
老
人
ホ

ー
ム
入
所

者
の
生
き

が
い
を
支
え
る
環
境
整
備
に
努
め
ら
れ
、

老
人
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

第29号

（4）

【
個
人
の
部
】

新
山
　
元
子
さ
ん
（
和
田
町
）

高
梁
長

寿
会
地
区

評
議
員
と

し
て
老
人

ク
ラ
ブ
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

東
森
　
邦
男
さ
ん
（
有
漢
町
）

精
神
障

害
者
家
族

会
連
合
会

会
長
と
し

て
精
神
障
害
の
あ
る
人
々
の
社
会
復
帰
に

高梁市社会福祉協議会会長表彰のようす

向
け
た
自
立
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
、
障
害
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

平
井
　
和
子
さ
ん
（
松
原
通
）

高
梁
地

区
遺
族
連

合
会
女
性

部
長
と
し

て
会
の
運
営
に
尽
力
さ
れ
、
戦
没
者
家
族

の
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

須
々
木
正
行
さ
ん
（
岡
山
市
）

知
的
障

害
者
入
所

授
産
施
設

利
用
者
の

生
活
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
障

害
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

片
山
　
佳
美
さ
ん
（
有
漢
町
）

介
護
老

人
福
祉
施

設
利
用
者

の
生
活
支

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

平
成
二
十
一
年
度
高
梁
市
健
康
福
祉
の
つ
ど
い
が
十
月
三
十
一
日
、
高
梁
市
川
上
総
合

学
習
セ
ン
タ
ー
で
高
梁
市
及
び
社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
に
よ
り

開
催
さ
れ
、
高
梁
市
内
に
在
住
ま
た
は
高
梁
市
内
に
勤
務
し
て
い
る
方
で
地
域
福
祉
の
向

上
に
対
す
る
功
績
の
あ
っ
た
個
人
九
人
と
三
団
体
を
表
彰
し
ま
し
た
。

「
高
梁
市
健
康
福
祉
の
つ
ど
い
」
は
、
保
健
・
医
療
・
福
祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

功
労
の
あ
っ
た
方
々
を
顕
彰
す
る
と
と
も
に
、
保
健
福
祉
の
認
識
を
一
層
深
め
、
高
梁
市

民
の
皆
さ
ん
が
健
康
で
心
豊
か
に
生
活
で
き
る

”健
寿
の
里
“
と
な
る
よ
う
に
、『
ふ
れ

あ
い
に
よ
る
心
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
』
を
め
ざ
し
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

受
賞
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。



市
内
外
の
方
々
へ
ご
協
力
の
お
願
い
を
し

て
お
り
ま
す
平
成
二
十
一
年
度
賛
助
会
費
に

つ
い
て
、
多
く
の
方
か
ら
ご
理
解
ご
賛
同
を

賜
り
、
十
一
月
末
現
在
で
、
七
百
四
十
五
万

六
千
円
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
貴
重
な
浄
財
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会

員
制
度
の
趣
旨
の
と
お
り
地
域
福
祉
活
動
の

推
進
並
び
に
支
援
の
た
め
に
、
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
事
業
や
ふ
れ
あ
い
相
談
等
の
事
業
へ
充

当
し
、
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
引
き
続
き
福
祉
委
員
を
通
じ
て
、

賛
助
会
費
へ
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を
募
っ

て
お
り
ま
す
。
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
と
し

て
多
く
の
方
々
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
賛

助
会
費
に
よ
っ
て
「
さ
さ
え
あ
い
・
た
す
け

あ
い
」
の
輪
が
広
が
り
、
地
域
福
祉
の
維

持
・
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
賛
助

会
員
加
入
へ
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

第29号

（5）

平
岩
　
音
吉
さ
ん
（
弓
之
町
）

福
祉
施

設
を
訪
問

し
、
手
品

な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
じ
て
多
く
の
施
設
利

用
者
に
生
き
が
い
と
感
動
を
与
え
地
域
福

祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

【
団
体
の
部
】

布
瀬
地
区
福
祉
村
推
進
委
員
会
（
備
中
町
）

福
祉
移

送
サ
ー
ビ

ス
並
び
に

給
食
サ
ー

ビ
ス
な
ど
の
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
地
域
福
祉
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

高
梁
市
福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
漢
の
会
（
有
漢
町
）

福
祉
移

送
サ
ー
ビ

ス
な
ど
の

支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ
、

地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

高
梁
市
立
有
漢
東
小
学
校
児
童
会
（
有
漢
町
）

ア
ル
ミ

缶
の
収
集

活
動
に
積

極
的
に
取

り
組
ま
れ
、
そ
の
収
益
金
に
よ
り
老
人
福

祉
施
設
へ
の
車
椅
子
の
寄
贈
並
び
に
慰
問

活
動
を
行
い
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
十
一
月
三
十
日
に
高
梁
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
理
事
会
を
、
高
梁
総
合
文
化
会
館

で
評
議
員
会
を
開
催
し
、
職
員
給
与
等
支
給

規
程
の
一
部
改
正
や
理
事
及
び
評
議
員
の
選

任
に
つ
い
て
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

理
事
、
評
議
員
の
選
任

理
事
、
評
議
員
の
退
任
に
伴
い
、
こ
の

度
の
理
事
会
及
び
評
議
員
会
で
新
た
に
選

任
し
、
次
の
と
お
り
就
任
さ
れ
ま
し
た
。

理
　
事

山
　
本
　
栄
　
三
　
氏

【
選
出
区
分
】
学
識
経
験
者

評
議
員

木
　
村
　
照
　
史
　
氏

【
選
出
区
分
】
住
民
代
表

●普通会員
高梁市民　　１口　1,000円
●法人会員
市内の法人（事業所を含む）

１口　3,000円
●ふるさと会員
市外居住者　１口　3,000円
●特別会員
特別な協力者１口　5,000円

理事会のようす

平
成
二
十
一
年
度
全
国
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
表
彰
を
高
梁
市
か
ら
神

尾
敏
夫
さ
ん
（
南
町
）
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
長
年
に
わ
た
り
社

会
福
祉
事
業
の
発
展
に
功
績
が
極
め

て
顕
著
で
あ
っ
た
団
体
及
び
個
人
を

表
彰
し
て
お
り
、
神
尾
さ
ん
は
高
梁

市
社
会
福
祉
協
議
会
評
議
員
と
し
て

長
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
受
賞
と
な

り
ま
し
た
。

今
後
も
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰

平
成
二
十
一
年
度

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰神尾敏夫さん



十
一
月
二
十
六
日
、
津
川
銭
太
鼓
ク
ラ

ブ
は
、
老
人
保
健
施
設
ゆ
う
ゆ
う
村
で
寿

太
鼓
な
ど
の
曲
に
あ
わ
せ
銭
太
鼓
を
披
露

し
、
健
康
体
操
な
ど
を
交
え
な
が
ら
利
用

者
と
の
交

流
を
深
め

ま
し
た
。

ま
た
、

こ
の
月
に

誕
生
日
を

迎
え
ら
れ

る
方
へ
、

津
川
銭
太

鼓
ク
ラ
ブ

の
会
員
か

ら
花
束
の

プ
レ
ゼ
ン

ト
が
あ
り
ま
し
た
。

利
用
者
の
一
人
は
「
大
変
良
か
っ
た
。

皆
さ
ん
上
手
な
の
で
感
心
し
た
」
と
感
想

を
述
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
の
日
施
設
を
訪
れ
た
利
用
者

の
家
族
は
「
こ
の
よ
う
な
催
し
が
あ
る
こ

と
を
知
ら
ず
に
来
た
が
、
大
変
良
か
っ
た
。

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

第29号

（6）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

特集

平
成
二
十
一
年
度
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

研
修
会
を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し

ま
す
。

▽
日
に
ち
　
平
成
二
十
二
年
二
月
五
日
（
金
）

▽
場
　
所
　
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
対
象
者
　

社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会

福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
登
録
者

こ
の
研
修
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

相
互
の
親
睦
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
理
解
を
深
め
、
更
な
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。
な
お
、
当

日
は
駐
車

場
が
大
変

混
み
合
い

ま
す
の

で
、
公
共

交
通
機
関

を
ご
利
用

の
上
、
お

越
し
く
だ

さ
い
。

お
し
ら
せ

昨年のボランティア研修会のようす

津川銭太鼓クラブがゆうゆう村へ訪問

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と
は
、

自
発
的
に
社
会
や
人
の
た

め
に
、金
銭
的
な
利
益
を

求
め
な
い
活
動
で
あ
り
、ま

た
、誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い

豊
か
な
社
会
を
め
ざ
し
て
、

様
々
な
人
や
団
体
と
つ
な

が
り
、ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
つ

く
り
な
が
ら
、社
会
の
課

題
の
解
決
に
取
り
組
む
活

動
で
す
。 

ボランティアの受入施設でのようす 

個人またはグループ 
でご登録ください 

次のようにボランティア 
センターは役割・機能 
しています。 

いつでもご依頼 
ください 

ボランティア 
活動したい人 

ボランティア活動を 
行うためには 

ボランティア 
活動をしたら？ 

ボランティアを 
頼みたい人 

活動内容（行事・イベント等） 
や保険加入、助成について 
ご案内します 

情報の 
提供 
紹介 

情報の 
提供 
紹介 相談 

相談 

当センターが次の活動を支援します。 
①福祉団体・ボランティア団体活動助成事業  
　市民で組織され、市内を活動範囲とする福祉活動、ボランティア活動を行う団体の
運営費又は事業費の一部助成。  

②学童・生徒のボランティア活動普及事業  
　市内の小･中・高等学校を対象にボランティア活動普及事業協力校として３年間指
定。また、ボランティア活動に伴う活動費の助成。  

③ボランティア活動保険料助成事業  
　市内を中心として、福祉に関する活動を行っている団体で、当ボランティアセンター
へ登録している団体へのボランティア活動保険料の助成。 

色
ん
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

が
あ
る
ん
だ
ね 



第29号

（7）

十
一
月
二
十
六
日
、
高
梁
市
手
話
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
の
会
員
の
指
導
に
よ

る
手
話
講
座
を
実
施
し
、
全
校
児
童
十

二
人
は
、
手
話
で
の
自
己
紹
介
の
方
法

や
手
話
歌
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

手
話
を
体
験
し
た
児
童
の
一
人
は

「
初
め
て
手
話
を
し
て
難
し
か
っ
た
け

ど
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
て
手
話
を
す

る
の
が
と
て
も
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。

日
常
で
も
あ
い
さ
つ
等
が
、
手
話
で
で

き
る
よ
う
に
な
り
た
い
。
ま
た
、
家
の

人
に
も
教
え
て
あ
げ
た
い
」
と
感
想
を

述
べ
て
い
ま
し
た
。
今
後
、
福
地
小
学

校
で
は
、
児
童
会
が
作
っ
た
曲
「
守
ろ

う
福
地
の
ホ
タ
ル
」
の
手
話
を
交
え
た

歌
に
つ
い
て
学
習
す
る
予
定
で
す
。

福
祉
施
設
の
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー 

書
　
道 

手
　
毬 

ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー 

苔
　
玉 

　
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が
型

取
り
を
行
い
、利
用
者
が
色
紙
や
モ
ー
ル
を
貼

り
付
け
て
作
成
し
ま
し
た
。 

　
備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
職
員
が
利
用
者
と
一
緒
に
、

ク
ロッ
カ
ス
を
ミ
ズ
ゴ
ケ
と
毛
糸

で
巻
い
て
作
成
し
ま
し
た
。ク
ロッ

カ
ス
の
芽
が
出
て
い
ま
す
。 

備中 

川上 

グループホームささゆり苑 

グループホームささゆり苑 

作
　
森
安
　
健
一
さ
ん 

作
　
栂
尾
　
保
子
さ
ん 

十
一
月
二
十
五
日
、
備
中
町
内
で
活

動
さ
れ
て
い
る
備
中
町
手
話
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
ほ
た
る
の
会
」
会
員
の
指
導
に

よ
る
手
話
講
座
を
実
施
し
、
全
校
児
童

十
一
人
を
対
象
と
し
た
体
験
学
習
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
講
師
の
話
に
熱
心
に
耳

を
傾
け
、
手
話
で
の
あ
い
さ
つ
の
仕
方

や
手
話
の
成
り
立
ち
な
ど
を
学
び
ま
し

た
。
そ
の
後
、
童
謡
『
も
も
た
ろ
う
』

を
手
話
を
交
え
て
歌
い
ふ
れ
あ
い
ま
し

た
。
こ
の
日
は
児
童
た
ち
が
手
話
に
親

し
み
、
よ
り
一
層
の
興
味
を
持
つ
こ
と

が
で
き
た
講
座
と
な
り
ま
し
た
。

平成21年度の学童・生徒のボランティア協力校として7校を指定しており、今回、協力校

のうち次の2校で手話の出前講座を実施しました。

社会福祉法人高梁市社会福祉協議会ボランティアセンターではボランティアに
関するご相談を受け付けています。皆様からの要望を調整いたしますので、地域
福祉課または各支所までお気軽にお問い合わせください。



十
二
月
初
旬
か
ら
年
末
に
か
け
、
備

中
町
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会
の

会
員
は
、
手
作
り
お
せ
ち
料
理
等
の
配

食
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
は
、
歳
末
た
す

け
あ
い
募
金
の
配
分
を
受
け
て
行
っ
て

お
り
、
民
生
委
員
児
童
委
員
の
協
力
を

得
て
、
備
中
町
内
の
対
象
者
二
百
二
十

名
（
在
宅
の
八
十
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
や
夫
婦
の
み
の
世
帯
）
に
、
手
作

り
の
お
餅
や
お
せ
ち
料
理
を
配
食
し
ま

し
た
。

備
中
町
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡

会
の
会
員
の
気
持
ち
が
託
さ
れ
た
お
せ

ち
料
理
に
、
受
取
ら
れ
た
方
か
ら
「
本

当
に
あ
り
が
た
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

第29号

（8）

十
一
月
二
十
二
日
、
う
か
ん
常
山
公

園
に
お
い
て
風
ぐ
る
ま
フ
ェ
ス
タ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
ウ

カ
ン
ザ
★
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
０
９

最
終
催
事
と
な
る
こ
の
会
場
で
、
有
漢

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
チ
ャ
リ
テ

ィ
カ
フ
ェ
を
行
い
ま
し
た
。

当
日
は
朝
か
ら
曇
り
空
で
気
温
も
低

く
、
午
後
か
ら
は
冷
た
い
雨
も
降
り
出

し
ま
し
た
。

そ
ん
な

天
候
の
中

で
、
地
区

社
会
福
祉

協
議
会
の

役
員
は
、

来
場
者
に

温
か
い
コ

ー
ヒ
ー
に

お
菓
子
を

添
え
て
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
理
解

を
呼
び
掛
け
、
募
金
活
動
へ
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

こ
の
日
は
大
勢
の
方
か
ら
多
く
の
善

意
の
心
を
頂
い
た
と
て
も
有
意
義
な
一

日
と
な
り
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
カ
フ
ェ
オ
ー
プ
ン

有
漢
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

「
市
民

み
ん
な
で

支
え
合
う

あ
っ
た
か

い
地
域
づ

く
り
」
を

目
指
し

て
、
十
二

月
六
日
、

成
羽
総
合

福
祉
セ
ン

タ
ー
に
お

い
て
歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
約
三
百
五
十
人
の
方
々
が
会

場
を
訪
れ
、
愛
育
委
員
や
福
祉
委
員
、

民
生
委
員
の
協
力
に
よ
り
寄
せ
ら
れ
た

バ
ザ
ー
品
の
展
示
即
売
と
、
著
名
人
の

ご
厚
志
に
よ
る
絵
画
や
陶
器
等
の
入
札

を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
昨
年
以
上
の
来
場
数
で
、

売
る
人
と
買
う
人
の
活
気
あ
る
声
が
飛

び
交
い
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
は
大
盛

況
で
終
了
し
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
売
上
げ
収
益
金
は
、
成

羽
地
区
社
会
福
祉
事
業
に
お
い
て
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

有
　
漢

有漢地区社協の募金活動のようす

成羽地区社協のバザー品展示即売のようす

手作りのお餅やおせち料理を届けます

平
成
二
十
一
年
度
ふ
れ
あ
い
福
祉

講
座
を
次
の
日
程
で
開
催
い
た
し
ま

す
。

▽
日
　
時
　
平
成
二
十
二
年
二
月
二

十
五
日
（
木
）
午
前
十
時
か
ら
午
後

二
時
三
十
分

▽
場
　
所
　
高
梁
総
合
文
化
会
館

▽
対
　
象
　
福
祉
委
員
、民
生
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
関
係
者
等
（
午
後
の
部
は
一
般

の
方
も
対
象
と
な
り
ま
す
）

▽
内
　
容

（
午
前
の
部
）
福
祉
委
員
体
験
発
表
、

サ
ロ
ン
事
業
事
例
発
表

（
午
後
の
部
）
落
語
家
　
笑
福
亭

学
光
師
匠
に
よ
る
講
演
「
笑
っ
て
笑

っ
て
　
お
元
気
に
！
」
と
落
語

午
後
の
部
の
講
演
及
び
落
語
に
つ

い
て
は
、
一
般
の
方
も
先
着
順
に
無

料
で
入
場
で
き
ま
す
。

な
お
、
当
日
は
駐
車
場
が
大
変
混

み
合
い
ま
す
の
で
、
公
共
交
通
機
関

の
ご
利
用
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。 お

し
ら
せ

歳
末
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
開
催

成
羽
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

成
　
羽

歳
末
た
す
あ
い
配
食
を
実
施

備
中
町
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
会

備
　
中
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清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
来
訪

川
上
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

川
　
上

年
末
年
始
の
た
す
け
あ
い

有
漢
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の
会
・
川
関
婦
人
会

有
　
漢

有
漢
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ
じ
さ
い
の

会
で
は
、
友
愛
訪
問
活
動
と
し
て
実
施

し
て
い
る
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
へ
の
お

弁
当
づ
く
り
を
今
年
も
年
末
年
始
の
二

回
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
有
漢
全
域

の
対
象
者
約
百
人
に
ち
ら
し
寿
司
を
作

っ
て
の
友
愛
訪
問
で
す
。

ま
た
、
川
関
婦
人
部
で
も
地
域
の
八

十
歳
以
上
の
対
象
者
の
方
に
お
せ
ち
弁

当
を
届
け
る
友
愛
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。
調
理
に
は
高
齢
者
に
一
緒
に
加
わ

っ
て
も
ら
い
、
料
理
の
味
つ
け
の
助
言

や
地
域
の
話
題
等
を
話
し
な
が
ら
、
新

し
い
年
を
楽
し
く
元
気
に
過
ご
そ
う
と

励
ま
し
合
い
ま
し
た
。

有漢町あじさいの会の友愛訪問のようす

十
二
月
十
五
日
、
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
に
岡
山
県
立
高
梁
城
南
高

等
学
校
川
上
校
地
人
間
科
学
学
科
三
年

生
十
名
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
訪
問

が
あ
り
ま
し
た
。

長
年
に
わ
た
っ
て
川
上
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
へ
訪
問
を
い
た
だ
い
て
お

り
、
利
用
者
と
の
交
流
を
図
っ
て
き
ま

し
た
が
、
同
校
は
今
年
度
を
も
っ
て
廃

校
と
な
る
た
め
、
今
回
が
最
後
と
な
り

ま
す
。

き
れ
い
に
磨
か
れ
た
窓
ガ
ラ
ス
越
し

に
射
す
日
差
し
を
浴
び
な
が
ら
、
プ
ラ

ン
タ
ー
の
草
取
り
を
し
て
い
る
高
校
生

の
清
々
し
い
姿
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
者
た
ち
は
元
気
を
い
た
だ
い
た
様
子

で
し
た
。

高梁城南高校川上校地3年生の
清掃ボランティアの清掃活動のようす

福
祉
総
合
相
談 

高
齢
者
サ
ー
ビ
ス
相
談 

常
任
相
談
員 

心
配
ご
と
相
談
員 

心
配
ご
と
相
談 

身
体
障
害
者 

相
　
談
　
員 

身
体
障
害
者 

相
　
　
　
談 

 
高梁本所 
 
有漢支所 
成羽支所 
川上支所 
備中支所 
 
高梁本所 
 

有漢支所 
 
成羽支所 
 
川上支所 
 
備中支所 
 
高梁本所  
有漢支所 
成羽支所 
川上支所 
備中支所 

８日、22日（月） 
３日、10日、17日、24日（水） 
高梁総合福祉センター 
 
 
 
 
５日、19日（金） 
25日（木） 
高梁総合福祉センター 
17日（水） 
有漢ふれあいセンター 
26日（金） 
成羽総合福祉センター 
 
 
17日（水） 
備中高齢者生活福祉センター 
４日（木） 
高梁総合福祉センター 

８日（月） 
３日、10日、17日、24日、31日（水） 
高梁総合福祉センター 
 
 
 
 
５日、19日（金） 
11日、25日（木） 
高梁総合福祉センター 
17日（水） 
有漢保健センター 
26日（金） 
中生活改善センター 
23日（火） 
川上保健センター 
 
 
４日（木） 
高梁総合福祉センター 

種　別 区　分 2　　月 3　　月 担　当 
相談員 

※プライバシーは完全に守ります。お気軽にどうぞ。 ☆相談時間　10：00～15：00

☆相談予約・問合せ 
高梁本所　1@27243　　有漢支所　1%73218　　成羽支所　1$22005 
川上支所　1$89770　　備中支所　1$53131

平
成
二
十
一
年
度 



歳末慰問金を贈呈
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第29号

社会福祉法人高梁市社会福祉協議会と関わりのある次の皆さんは、全員今年の干支「寅」年生まれです。 
そんな皆さんに今年一年の抱負を語っていただきました。 

【
評
議
員
】　
山
本
　
智
雄
さ
ん（
成
羽
町
） 

　
毎
月
二
回
、地
域

の
福
祉
施
設
へ
野
菜

等
を
提
供
し
て
い
ま

す
。 

　
今
後
も
地
域
の

方
の
手
助
け
が
で
き

れ
ば
と
思
って
い
ま
す
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
理
　
事
】　
田
中
猪
三
郎
さ
ん（
備
中
町
） 

　
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
今
年
で
六
回
目
の

年
男
と
な
り
ま
し
た
。

若
い
時
は
早
く
年
を

重
ね
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、こ
の
年
に

な
る
と
元
気
で
年
を
と
り
た
く
な
い
と
い
う
思
い

で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 

　
現
在
、私
の
母
九
十
六
歳
を
老
々
介
護
し
て
い

ま
す
が
、今
年
も
お
互
い
元
気
で
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。 

　
皆
様
本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
備
中
地
区
福
祉
委
員
連
絡
会 

副
会
長
】 

　
　
　
　
　
古
米
　
壽
宏
さ
ん（
備
中
町
） 

 

新
年
明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

　
七
十
二
歳
の
寅
年
、

今
年
も
健
康
で
働
け

る
よ
う
あ
わ
せ
て
家
族

全
員
が
幸
せ
で
あ
っ
て

ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、地
域
全
体
の
ふ
れ
あ
い
を
強
化
で
き
る
よ

う
見
守
り
や
声
か
け
活
動
等
を
積
極
的
に
、本
年
も

頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
皆
様
方
の
ご
健
康
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

【
監
　
事
】　
石
田
　
清
壽
さ
ん（
成
羽
町
） 

　
我
が
家
は
三
世
代

七
人
家
族
で
す
が
、

今
年
一
年
み
ん
な
が

健
康
で
過
ご
せ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
も
社
協
の

役
員
と
し
て
地
域
の

見
守
り
等
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
理
　
事
】　
渡
辺
　
功
子
さ
ん（
成
羽
町
） 

　
ま
た
ひ
と
つ
年
齢

を
重
ね
ま
し
た
が
、

健
康
を
第
一に
考
え
一

日
一
日
を
楽
し
く
、大

切
に
過
ご
そ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
に
根
ざ
し
た
福

祉
活
動
を
頑
張
り
た
い
で
す
。本
年
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

　
本
年
も
地
域
の
声
を
届
け
て
い
た

だ
き
、連
携
を
取
り
な
が
ら
地
域
福

祉
の
向
上
を
目
指
し
て
、「
笑
顔
」が

いっ
ぱ
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！ 

社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会

で
は
、
市
民
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
財
源
と
し

て
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
地
域
で
安

心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
歳
末

慰
問
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
在
宅
寝
た
き
り
高
齢
者
等
や
特

定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
と
な
る
疾
患

の
方
及
び
人
工
透
析
を
受
け
ら
れ
て
い
る
二

百
六
十
五
名
の
方
へ
激
励
と
し
て
贈
呈
し
ま

し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
活

動
に
よ
る
「
さ
さ
え
あ
い
・

た
す
け
あ
い
」
の
善
意
の
心

が
着
実
に
高
梁
の
ま
ち
を
元

気
に
し
て
い
ま
す
。

歳末慰問金を贈呈

平
成
二
十
一
年
九
月
岡
山
県
議
会
に

お
い
て
、
個
人
が
公
益
法
人
等
に
対
し
、

寄
附
を
行
っ
た
場
合
等
に
、
寄
附
金
等

の
合
計
額
か
ら
五
千
円
を
差
し
引
い
た

額
の
四
パ
ー
セ
ン
ト
が
個
人
県
民
税
か

ら
控
除
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。対

象
は
、
平
成
二
十
二
年
一
月
一
日

以
降
で
寄
附
さ
れ
る
も
の
か
ら
と
な
り
、

平
成
二
十
三
年
度
の
個
人
県
民
税
の
所

得
割
の
額
か
ら
寄
附
金
税
額
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
、

寄
附
の
申
し
出
に
来
ら
れ
た
際
に
、
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
本
所
総
務
課
1
２
２
―
７
２
４
３
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社会福祉法人高梁市社会福祉協議会へ平成21年11月と12月にいただいたご寄付についてお知ら
せします。心から感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
松
原
町
　
平
松
　
正
之

（
故
・
廣
志
様
）

金
一
封
　
上
谷
町
　
渡
邊
　
洽
一

（
故
・
t
鳥
重
子
様
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
川
上
佐
智
子

（
故
・
玉
太
郎
様
）

金
一
封
　
南
　
町
　
宮
本
　
智
裕

（
故
・
薫
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
矢
田
部
戝
一

（
故
・
ミ
ツ
ヨ
様
）

金
一
封
　
総
社
市
　
小
林
　
龍
雄

（
故
・
春
子
様
）

十
万
円
　
南
　
町
　
吉
川
　
高
次

（
故
・
正
郎
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
藤
森
　
元
之

（
故
・
格
市
様
）

金
一
封
　
内
山
下
　
藤
井
美
千
子

（
故
・
専
一
様
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
樋
口
　
重
則

（
故
・
千
沙
代
様
）

金
一
封
　
川
面
町
　
浦
田
　
利
康

（
故
・
武
様
）

金
一
封
　
落
合
町
　
西
井
　
通
夫

（
故
・
治
男
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
中
山
　
泰
弘

（
故
・
玉
恵
様
）

金
一
封
　
内
山
下
　
長
坂
　
三
郎

（
故
・
正
治
様
）

《
津
川
地
区
》

金
一
封
　
津
川
町
　
矢
田
部
戝
一

（
故
・
ミ
ツ
ヨ
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
中
山
　
泰
弘

（
故
・
玉
恵
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
井
上
　
嬉
子

（
故
・
中
野
美
野
江
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
鷺
森
恵
美
子

（
故
・
賢
一
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
田
村
　
　
栞

（
故
・
正
治
様
）

《
川
面
地
区
》

金
一
封
　
川
面
町
　
浦
田
　
利
康

（
故
・
武
様
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
松
森
隆
一
郎

（
故
・
光
子
様
）

金
一
封
　
川
面
町
　
立
畑
　
泰
之

（
故
・
進
様
）

金
一
封
　
中
井
町
　
宮
脇
あ
や
め

（
故
・
若
藤
健
次
様
）

《
巨
瀬
地
区
》

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
成
松
多
壽
子

（
故
・
徹
二
様
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
藤
森
　
静
男

（
故
・
ツ
ヤ
コ
様
）

《
中
井
地
区
》

金
一
封
　
中
井
町
　
大
西
　
　
孝

（
故
・
菊
様
）

金
一
封
　
中
井
町
　
横
山
　
正
男

（
故
・
晴
子
様
）

《
玉
川
地
区
》

金
一
封
　
玉
川
町
　
川
上
佐
智
子

（
故
・
玉
太
郎
様
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
森
宗
　
勝
実

（
故
・
哲
男
様
）

《
松
原
地
区
》

金
一
封
　
松
原
町
　
黒
川
ツ
ル
ヱ

（
故
・
又
一
様
）

金
一
封
　
松
原
町
　
藤
井
　
克
己

（
故
・
勇
司
様
）

《
落
合
地
区
》

金
一
封
　
落
合
町
　
川
上
　
明
雄

（
故
・
ユ
キ
ヨ
様
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
上
有
漢
　
島
田
　
　
薫

（
故
・
卓
夫
様
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
倉
野
　
堅
次

（
故
・
泰
男
様
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
住
田
　
　
勇

（
故
・
ち
よ
の
様
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
小
室
　
孝
夫

（
故
・
貞
子
様
）

（
故
・
稔
様
）

金
一
封
　
中
井
町
　
大
西
　
　
孝

（
故
・
菊
様
）

金
一
封
　
中
井
町
　
宮
脇
あ
や
め

（
故
・
若
藤
健
次
様
）

金
一
封
　
松
原
町
　
藤
井
　
克
己

（
故
・
勇
司
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
鷺
森
恵
美
子

（
故
・
賢
一
様
）

金
一
封
　
下
谷
町
　
笹
田
　
　
壮

（
故
・
工
様
）

金
一
封
　
成
羽
町
　
丹
正
　
時
雄

（
故
・
鐘
築
恵
理
様
）

金
一
封
　
落
合
町
　
川
上
　
明
雄

（
故
・
ユ
キ
ヨ
様
）

金
一
封
　
落
合
町
　
渡
邉
　
俊
治

（
故
・
稔
様
）

金
一
封
　
落
合
町
　
宮
本
　
敏
幸

（
故
・
一
二
子
様
）

金
一
封
　
高
倉
町
　
西
村
　
和
男

（
故
・
嘉
譽
様
）

金
一
封
　
玉
川
町
　
森
宗
　
勝
実

（
故
・
哲
男
様
）

金
一
封
　
川
面
町
　
立
畑
　
泰
之

（
故
・
進
様
）

金
一
封
　
松
原
町
　
難
波
　
利
夫

（
故
・
栄
恵
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
井
上
　
嬉
子

（
故
・
中
野
美
野
江
様
）

金
一
封
　
津
川
町
　
田
村
　
　
栞



第29号

（12）

金
一
封
　
有
　
漢
　
畠
木
　
　
茂

（
故
・
昭
様
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
平
松
　
好
行

（
故
・
敏
子
様
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
田
村
　
　
明

（
故
・
敏
雄
様
）

《
成
羽
支
会
》

金
一
封
　
下
日
名
　
黒
川
　
光
治

（
故
・
良
三
郎
様
）

金
一
封
　
長
　
地
　
渡
邉
　
俊
一

（
故
・
省
次
様
）

金
一
封
　
下
　
原
　
渡
辺
　
　
淳

（
故
・
忠
志
様
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
岡
本
　
浩
昭

（
故
・
徳
一
様
）

金
一
封
　
星
　
原
　
東
　
　
輝
男

（
故
・
貞
恵
様
）

五
万
円
　
小
　
泉
　
山
本
　
智
雄

（
故
・
鉄
代
様
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
上
大
竹
　
宮
x

義
雄

（
故
・
一
雄
様
）

金
一
封
　
領
　
家
　
赤
松
　
俊
彦

（
故
・
貞
恵
様
）

金
一
封
　
高
　
山
　
菅
野
　
泰
雅

（
故
・
有
理
子
様
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
金
w

康
憲

（
故
・
梅
子
様
）

この広報紙は再生紙を使用しています。 

今
、
私
た
ち
は
色
ん
な
『
輪
』

の
中
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
。

最
小
単
位
で
は
”家
族
“や
”友
達
“

で
す
が
、
少
し
ず
つ
大
き
く
な

る
と
”町
内
会
“や
”職
場
“
等
で
、

一
番
大
き
く
な
る
と
”社
会
“と

な
り
ま
す
が
、
そ
の
輪
を
作
っ

て
い
る
の
は
皆
さ
ん
の
「
お
互

い
を
認
め
合
う
気
持
ち
」
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
輪
が
う
ま
く
形
成
さ
れ

ず
に
、
は
み
出
し
て
し
ま
う
と

そ
の
人
は
心
に
痛
み
を
伴
い
ま

す
。
こ
の
痛
み
は
本
人
が
Ｓ
Ｏ

Ｓ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
出
さ
な
い

限
り
、
他
の
人
に
は
全
く
わ
か

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
一
旦
は
み

出
て
し
ま
う
と
な
か
な
か
元
の

輪
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
お
互
い
を
認
め
合
う
気

持
ち
は
、『
主
張
』
と
『
寛
容
』

の
バ
ラ
ン
ス
で
保
た
れ
て
い
ま

す
が
、
悪
く
な
っ
た
時
に
修
復

さ
せ
る
た
め
に
一
番
必
要
な
の

が
、
皆
が
双
方
の
バ
ラ
ン
ス
を

再
確
認
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の

双
方
の
バ
ラ
ン
ス
が
う
ま
く
い

く
こ
と
に
よ
っ
て
再
度
、
人
間

関
係
が
構
築
さ
れ
る
と
確
信
し

て
い
ま
す
。

私
達
み
ん
な
が
い
つ
も
『
主

張
』
と
『
寛
容
』
の
バ
ラ
ン
ス

を
保
つ
こ
と
が
出
来
た
ら
、
よ

り
た
く
さ
ん
の
「
笑
顔
」
が
あ

ふ
れ
る
ま
ち
に
な
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

こ
の
ま
ち
を
創
り
出
す
輪
が

壊
れ
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら

も
さ
ら
に
強
く
、
ま
た
大
き
な

も
の
に
し
て
い
き
た
い
も
の
で

す
。

金
一
封
　
七
　
地
　
三
笘
　
富
雄

（
故
・
勇
夫
様
）

金
一
封
　
吉
　
木
　
宮
本
　
光
己

（
故
・
守
様
）

金
一
封
　
総
社
市
　
橋
本
　
謹
司

（
故
・
千
恵
子
様
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
大
田
　
雅
弘

（
故
・
美
好
様
）

金
一
封
　
三
　
沢
　
川
上
　
昭
寛

（
故
・
武
夫
様
）

金
一
封
　
三
　
沢
　
村
井
　
　
守

（
故
・
宇
太
治
様
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
藤
原
　
一
成

（
故
・
壽
代
様
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
小
原
　
美
惠

（
故
・
隆
嗣
様
）

金
一
封
　
東
油
野
　
清
水
　
九
一

（
故
・
タ
ミ
ヨ
様
）

金
一
封
　
川
上
町
　
宮
本
　
光
己

（
故
・
守
様
）

金
一
封
　
西
油
野
　
村
上
　
一
成

（
故
・
彰
様
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
井
上
　
克
也

（
故
・
二
男
様
）

金
一
封
　
長
　
屋
　
定
岡
　
明
文

（
故
・
克
子
様
）

金
一
封
　
長
　
屋
　
川
上
貴
志
子

（
故
・
倍
弘
様
）

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
》

金
一
封
　
　
　
　
　
匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
　
第
三
〇
六
・
三
〇
七
回
目
）

金
一
封
　
奥
万
田
町

森
下
　
重
信

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
阪
神
塩
坪
公
園

（
活
動
お
礼
）

《
中
井
地
区
》

五
万
七
千
円

中
井
町
チ
ャ
リ
テ
ィ
ゴ
ル
フ
同
好
会

（
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
の
収
益
金
と
し
て
）

《
宇
治
地
区
》

金
一
封
　
宇
治
町
　
藤
後
　
ツ
ル

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
》

金
一
封
　
有
　
漢
　
上
森
ク
ニ
エ

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢
　
川
上
　
善
恵

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
大
月
　
淑
江

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢
　
綱
島
　
伸
江

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
》

金
一
封
　
高
山
市
　
三
原
　
安
美

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
佐
武
　
英
昭

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
三
村
　
貞
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
七
　
地
　
三
宅
　
計
治

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
三
宅
　
資
郎

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹
　
大
田
　
正
隆

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
》

金
一
封
　
西
油
野
　
村
上
　
勝
彦

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
西
　
山
　
w
谷
　
智
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
大
塚
加
津
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
西
　
山
　
芳
賀
　
正
夫

（
一
般
寄
附
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
森
本
　
恵
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）


